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（H17．3．1現在）         

   世帯数 20,778世帯     1 
   人  口 人      49,592 人 
     男   人      23,010 人 
     女   人      26,582 人 

奄美市の人口･世帯数 
（推  計）

～自然・ひと・文化が共につくるきょらの郷
しま

～

 

◆H18 奄美市生涯学習講座受講生募集…2.3 面

◆4 月 23 日(日)奄美市長選挙……………4 面

◆包括支援センターができました…………5 面

◆指定ゴミ袋変更・ヤスデの侵入ほか……6 面

◆火災警報器の設置・国民年金ほか………7 面

 

◆奄美市予防注射・ふれあい和光塾ほか…8 面

◆健診・戸籍・おはがき………………9 面

◆名瀬総合支所から……………………10 面

◆笠利・住用総合支所から……………11 面

◆まちの話題…………………………1 2 面

今 月 の ペ ー ジ
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季 節 の 写 真 ～ ツ ツ ジ ～  



 

中央公民館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名

健寿大学 200 第 3 水    14：00～ 講義・健康レクリエーション 公民館長他 

島 唄 60 第 1・3金 19：00～ 島唄の基礎練習 生元 高男 

三味線(中級) 40 第 2・4金 19：00～ 三味線で島唄を演奏 久  義一 

新民謡 50 第 2・4水 19：00～ 新民謡の基礎練習 泉  清次 

硬 筆 50 第 1・3水 19：00～ 硬筆の基礎練習 文岡 安隆 

草木藍染 30 第 2・4土 14：00～
奄美の草木・藍を使った藍染

め 
安田 謙志 

ハーモニカ 30 第 1・3火 19：00～ 簡単なハーモニカ奏法の練習 圓野 勝彰 

七宝焼 25 第 1・3土 14：00～
ペンダント、ブローチ等の作

成 
小俣 昭七 

編 物 35 第 1・3金 14：00～ 楽しい編み物教室 松元 美代子

洋裁１(昼) 30 第 2・4火 14：00～ 楽しい洋裁入門 平 元恵 

洋裁２(夜) 30 第 2・4木 19：00～ 楽しい洋裁 井上 みのり

写 真 30 第 2 日    14：00～ 楽しい写真の撮り方(デジ) 川田 吉博 

ハーブ・クラフト 20 第 2・4火 10：00～ アロマテラピー入門 西  奈美 

短歌入門 15 第 2 水    10：00～ 短歌の基礎 奥 たずえ 

ハト笛 30 第 1・3日 14：00～ 楽しくハト笛を吹こう 定  藤仁 

子ども手話 40 第 2・4土 10：00～ 日常会話・障害者との交流 本山 末男 

子ども新民謡 30 第 2・4土 14：00～ 新民謡の基礎練習 久永 美智子

子ども書道 30 第 1・3土 10：00～ 楷書・かなの基礎練習（小中）米田 隆 

子ども硬筆 30 第 2・4日 19：30～ 硬筆の基礎練習(小学生対象) 西 伸義 

金久分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名

親子料理 15組 第 3土    10：00～ 親子で楽しくクッキング 白石 弥栄子

健康料理 40 第 2・4日 14：00～ 健康に気をつけた郷土料理 丸田 京子 

三味線(初級) 50 第 1・3金 19：00～ 三味線演奏の基礎練習 久  義一 

レクダンス・ 

フォークダンス 
40 第 2・4水 19：00～

レクダンス・フォークダンス

の基礎練習 
山田 豊裕 

和 裁 30 第 1・3水 14：00～ 和裁の基礎、着物リフォーム 松岡 瑞代 

生 花 30 第 2・4金 14：00～ 初歩の生花 高木 セツ子

ステップ・ 

リーボック体操 
20 第 1・3木 19：00～

台を使った全身運動、筋力脚

力強化 
川口 エチ子

六調太鼓 30 第 1・3木 19：00～ チヂンをたたこう 橋口 ルリ子

エッセイ 自分史 20 第 3土 19 00
エッセイ・自分史小説を書こ

出水沢 藍子

平成 18 年度 奄美市生涯学習講座受講生募集！ 
～市民ひとり一学習・一スポーツ・一ボランティア～ 

 どなたでも、名瀬・住用・笠利公民館の各講座を受講できます。また、一人何講座でも受講できます。 

 受講料 名瀬…１講座 1,500 円  住用町・笠利町…２講座まで 1,000 円、３講座目から１講座 500 円 
 
《名瀬公民館で行われる講座》 
◆受付時間  平成１８年４月１５日(土)～２１日(金) 午前９時～午後７時 

◆受付場所  名瀬公民館、四谷分館、伊津部分館、金久分館 

◆申込方法  申込用紙にご記入のうえ、公民館・分館へお申し込みください。電話による受付はいたしません。 

       三方地区(古見方、上方、下方)の方は、地区の世話役か、名瀬公民館へお申し込みください。 

◆受 講 料  １講座 1,500 円(健寿大学、親子・子ども講座は無料) 

◆経  費  教材費、材料費等は自己負担となります。 

◆問合せ先  名瀬公民館 52－1111(内線 741、744)または 52－1816(直通、FAX 兼用) 

伊津部分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

社交ダンス 200 第 1・3水 19：00～ 社交ダンスの基礎練習 野崎 晃弘 

舞 踊 40 第 1・3水 14：00～ 日本舞踊の基礎練習 濱井 真寿美 

着 付 50 第 1・3金 19：00～ 帯の結び方、着付けの基礎 寿  絹代 

フラワーアレン

ジメント 
16 第 2・4水 10：00～

フラワーアレンジメントの基

本を楽しく学ぶ 
山元 鈴香 

太極拳 30 第 2・4木 19：00～ 太極拳の基礎練習 山田 美和子 

韓国語入門 25 第 2・4水 19：00～ 楽しく学ぶハングル語講座 松島 実奈 

四谷分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

着 付 40 第 2・4火 19：30～ 帯の結び方、着付けの基礎 兼  恵子 

ヘルシー郷土料理 20 第 2・4水 10：00～ 地場産を使ったヘルシー料理 時  峯子 

いきいき健康 50 第 1・3土 14：00～ レクリエーション、健康体操 竹山 菊乃 

押花(すみれ) 20 第 2 土    14：00～ リサイクルアートで押し花 福  ミユキ 

押花(ばら) 20 第 4 土    14：00～ リサイクルアートで押し花 福  ミユキ 

中国語初級 20 第 1・3水 19：00～ 楽しく学ぶ中国語講座 畑  淑枝 

朝日分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

レクリエーショ

ンダンス 
25 第 2・4火 20：00～

楽しいレクダンス 

(浦上集会所) 
赤塚リエ子 

生 花 25 第 2・4木 20：00～ 生花の基礎(浦上集会所) 牧  和香子 

大正琴 20 第 1・3火 14：00～ 大正琴の基礎(有屋公民館) 久  修子 

芦花部分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

洋 裁 15 第 2・4木 20：00～ 洋裁の基礎(芦花部福祉会館) 平  元恵 

小湊分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

奄美お気軽 

健康講座 20 第 4 日    14：00～

薬膳料理、薬草、看介護の知

識と実技 (奄美看護福祉専門

学校) 

各学科専門講師 

大川分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

舞 踊 15 第 1・3木 19：30～ 日本舞踊の基礎(西仲勝集会

所) 
富田 美起子 

八月踊り唄 30 第 1・3火 19：30～ 郷土に伝わる島唄舞踊(朝戸集会

所) 
海津 富雄 

料 理 25 第 2・4木 10：00～ 健康料理教室(西田集会所) 朝  良子 

小宿分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

舞 踊 30 第 1・3木 14：00～ 日本舞踊の基礎練習(朝仁新

町) 
福原 朝子 

新民謡 40 第 2・4水 20：00～ 新民謡の基礎(朝仁児童館) 久永 美智子 

知根分館 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

着 付 20 第 1・3水 20：00～ 着付けの基礎基本(知名瀬集会
《奄美文化センターで行われる講座》 
◆受付時間  平成１８年４月１５日(土)～２１日(金) 午前９時～午後５時、けんむんクラブ(子ども 

       博物館室：対象 4～6 年)については、5月に各学校を通して受付します。 

◆受付場所  奄美文化センター、奄美博物館(けんむんクラブのみ) 

◆申込方法  申込用紙にご記入のうえ、奄美文化センター及び奄美博物館(けんむんクラブ) 

へお申し込みください。 

電話による受付はいたしません。 

◆受 講 料  １講座 1,500 円 けんむんクラブは無料 

◆経  費  教材費、材料費等は自己負担となります。 

◆問合せ先  奄美文化センター 電話 54－1211 FAX52－6852  けんむんクラブ 奄美博物館 電話 54－1210 FAX53－6206 

文化センター 定員 曜  日 学習内容 講  師 会  場 

絵画（初級） 30 第 2・4日曜日 13：30～ 基礎デッサン 岬  眞晃 第 2会議室 

茶道（初級） 30 第 2・4日曜日 18：30～ 茶道の基礎 朝山 弘乃 和 室 

書道（初級） 30 第 1・3日曜日 13：00～ 書道の入門・基礎 四本 健治 第 2会議室 

けんむんクラブ(小 4～6) 30 6 月～1月   19：00～ 奄美まるごと体験学習  奄美博物館 

絵画（中級） 30 第 2・4日曜日 13：30～ 洋画・水彩（静物・人物） 久保井博彦 第 1会議室 

茶道（中級） 10 第 2・4日曜日 18：30～ 茶道の実践（薄茶） 関 美枝子 茶 室 

書道（中級） 30 第 1・3日曜日 16：00～ 書道の入門・基礎 四本 健治 第 2会議室 

奄美市だより 平成 18年 4月号                                             （２） 



 

今新しく何かを始めてみませんか  
～学ぶ喜び、できる嬉しさ、出会う楽しみ～ 

《笠利公民館で行われる講座》 
◆申込時間  平成１８年４月１５日(土)～３０日(日)まで  
◆申込手続  受講申込書に受講希望教室名など必要事項を記入して、下記の受講料を添えて、直接、笠利公民館に申し込んでください。  

※ 駐在員、講座講師の方に申し込んでいただいても結構です。 
◆受 講 料  ○ 1 人 2 教室まで 1,000 円あと 1講座につき 500 円(ただし、中学生以下は免除です。) 

○ 分散教室の伝統芸能の保存、後継者育成の教室は受講料免除です。 
  (分散教室の代表の方に申し込んでください。) 

◆受講資格  原則として奄美市内に居住する者及び勤務する成年 
◆お 願 い  ○ 講座の学期は 1年間です。毎年受講手続きをお取りください。 
       ○ 先に申込みをして、期日までに受講料を納めることもできます。 
       ○ 募集の結果、10 人に満たない教室は開講しない場合があります。 
       ○ テキストや実習に使う材料費は自己負担です。(講座に関する行事の保険は笠利公民館で加入しています。) 
       ○ 教室の日程、内容は、講師の都合等により変更されることがあります。 
◆問合せ先  笠利公民館 公民館係 電話 63－1111 内線 55 

《住用公民館で行われる講座》 
◆受付時間  平成１８年４月１５日(土)～２１日(金) 午前９時～午後５時 
◆受付場所  公民館 
◆申込方法  公民館にある申込用紙に記入して提出 
◆受 講 料  2 講座まで 1,000 円  
◆問合せ先  住用公民館 西仲間 65 電話 0997－69－2111 (内線 224) 公衆 69－2037 

公民館講座 
講座名 曜  日 学習内容 講  師 対象者 会  場 

洋 裁 月 2回 第 1・3金 19：30～16：00 洋裁の基礎 前島 チトセ 一 般 笠利公民館 (講座室) 

生 花(新池坊) 月 2回 第 2・4火 14：00～16：00 生け花の知識・生け方実習 松元 トミ 一 般 笠利公民館 (講座室) 

詩 吟 月 2回 第 1・3土 14：00～16：00 詩吟の基礎 平井 源好 一 般 笠利公民館 (講座室) 

社交ダンス 月 2回 第 2・4火 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした学習 寺園 美智子 一 般 笠利公民館 (ホール) 

園 芸 年 6回        9：30～12：00 一般園芸知識 各種講師 一 般 現地視察 笠利公民館 

民 謡(初級) 月 2回 第 1・3火 19：30～21：30 三味線の弾き方、島唄の唄い方 前田 和郎 一般(児童・生徒) 笠利公民館 (講座室) 

民 謡(中級) 月 2回 第 2・4火 19：30～21：30 三味線の弾き方、島唄の唄い方 前田 和郎 一 般 笠利公民館 (講座室) 

書 道(1) 月 2 回 第 1・2土  9：00～12：00 文字を正しく書くために 豊田 久夫 一 般 笠利公民館 (講座室) 

書 道(2) 月 2 回 第 1・3水 19：30～21：30 毛筆書写技能の向上 隈元 俊郎 一 般 笠利公民館 (講座室) 

舞 踊 月 2回 第 2・4金 20：00～22：00 だれでも踊れる・舞踊の基本練習 福田 美恵子 一 般 笠利公民館 (ホール) 

琉 舞 月 2回 第 1・3金 19：30～21：30 だれでも踊れる・琉球舞踊の基本練習 安田 文代 一般(児童・生徒) 笠利公民館 (ホール) 

手 話 月 2回 第 1・3木 19：30～21：30 手話の初歩から 大野 繁和 一 般 笠利公民館 (講座室) 

パッチワーク 月 2回 第 1・3火  9：30～16：00 初歩から講義・実習 山下 美枝子 一 般 笠利公民館 (講座室) 

島 唄(初級) 月 2回 第 2・4木 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした島唄の学習 
当原 ミツヨ 

當原 秀毅 
一 般 笠利公民館 (ホール) 

島 唄(中級) 月 2回 第 1・3木 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした島唄の学習 
当原 ミツヨ 

當原 秀毅 
一 般 笠利公民館 (ホール) 

大正琴 月 2回 第 2・4土 14：00～16：00 趣味を生かした学習 岩切 エミエ 一 般 笠利公民館 (講座室) 

編 物 月 2回 第 2・4金  9：30～16：00 編み物の理論と技能 山口 京子 一 般 笠利公民館 (講座室) 

山野草探訪 年 6回 随時       9：30～16：00 郷土の植物の観察 森山 力蔵 一 般 現地視察 

着 付 月 2回 第 1・3水 19：30～21：30 一人で着物を着けて、帯が結べるまで 栄  夏代 一 般 笠利公民館 (和 室) 

レクダンス 月 2回 第 1・3水 20：00～22：00 楽しく踊りながらエンジョイ 泉  一 一 般 笠利公民館 (ホール) 

民 謡(一般) 月 2回 第 1・3火 19：30～21：30 趣味の島唄学習・後継者の育成 
森山 ユリ子 

久保 文雄 
一 般 笠利公民館 (ホール) 

民 謡(少年少女) 
月 2回 第 2・4水 19：30～21：30 

(受講料免除)
趣味の島唄学習・後継者の育成 

森山 ユリ子 

久保 文雄 
児童・生徒 笠利公民館 (ホール) 

奄美歌謡(新民謡) 月 2回 第 1・3月 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした新民謡の学習 久永 美智子 一 般 笠利公民館 (講座室) 

夏季休業児童習字 
笠利会場・公民館会場 各5日間 

(受講料免除)
児童・生徒の書写技術の向上 

隈元 俊郎 

日高 潤郎 
児童・生徒

笠利公民館  

(旧)笠利幼稚園 

親子読書会 各読書会で月一回実施(受講料免除) 児童の想像力・思考力を高める 各小学校教諭 児童・保護者 各小学校他 

天体観察 年 2回 夏の星空  19：30～21：30 親子による星空の観察    

ソフトエアロビックス・水中エアロビックス 一年間休止    

分散教室 
崎原和裁 月 2回 第 2・4水 19：30～16：00 和裁の基礎知識と実技指導 野崎 タツ 一 般 崎原公民館 

笠利書道 月 2回 第 2・4水 19：30～16：00 毛筆書写技能の向上 隈元 俊郎 一 般 (旧) 笠利幼稚園 

笠利編物 月 2回 第 2・4金 14：00～16：00 編み物の理論と技能の向上 隈元 和子 一 般 笠利 3区公民館 

茶 道 月 2回 第 2・4金 14：00～16：00 お茶の基本と動作の実習 大山 レイ子 一 般 講師宅 

佐仁着付 月 2回 第 1・3土 19：30～21：30 帯の結び方の基本と実習 前田 志穂子 一 般 講師宅 

節田民謡 毎月 2回 (受講料免除) 郷土島唄の保存・後継者の育成 東  源平 一 般 節田生活館 

須野八月踊 毎月 2回 (受講料免除) 八月踊りと唄の保存・後継者の育成 原田 秀志 一 般 須野生活館 

万屋八月踊唄 毎月 2回 (受講料免除) 八月踊りと唄の保存・後継者の育成 白内 慶治 一 般 万屋生活館 

佐仁郷土芸能 毎月 2回 (受講料免除) 地区の伝統芸能の学習と後継者の育成 前田 和郎 一般(児童・生徒) 佐仁福祉館 

里八月踊唄 毎月 2回 (受講料免除) 八月踊りと唄の保存・後継者の育成 伊地知 弘光 一 般 里 学舎 

中金久八月踊唄 毎月 2回 (受講料免除) 八月踊りと唄の保存・後継者の育成 青山 ケサ 一 般 中金久学舎 

講座名 定員 回数 曜日 時間 学習内容 講師 年間材料費 

島唄教室 20 月 2 回 第 2・4土 14：00～16：00 島唄の基礎練習 生元 高男  

ちぎり絵教室 15 月 2 回 第 2・4水 14：00～16：00 ちぎり絵の基礎 内倉 千代子 16,000 円(初心者道具セット 3,500 円) 

パソコン教室 10 月 2 回 第 2・4土 13：00～15：00 パソコンの基礎練習   

パッチワーク教室 15 月 1 回 第 1水 13：30～15：30 パッチワークの基礎 渡辺 寿子 10,000 円 

舞踊教室 15 月 2 回 第 2・4水 17：30～19：30 日舞の基礎 宇井 ひろ子  

生花教室 15 月 2 回 第 1・3金 19：00～21：00 初歩の生花 森田 チヅ 19,000 円 

茶道教室 15 月 2 回 第 2・4土 14：00～16：00 茶道の基礎 森田 チヅ 1,000 円 

ビーズアクセサリー教室 15 月 2 回 第 1・3土 14：00～16：00 (中学生以下) 文野 美香 4,000 円 

囲碁教室 10 月 2 回 第 1・3土 14：00～16：00 囲碁の基礎 井上 恒和  

編物教室 15 月 1 回 第 3水 13：30～15：30 初歩の編物 渡辺 寿子 10,000 円 

（３）                                            奄美市だより 平成 18年 4月号 
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４月２３日は、奄美市長選挙の投票日です。投票は「よく見 よく聞き よく考えて」
仕事や行楽にお出かけの前に、みんなそろって投票しましょう。 
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投票区名 投票所名 住  所 町  名 

第11投票区 奄美文化センター 長浜町517 長浜町 

第12投票区 金久中学校体育館 塩浜町15‐10 塩浜町・矢之脇町 

第13投票区 金久保育所 柳町6‐2 入舟町･金久町・柳町

第14投票区 名瀬小学校附属幼稚園 幸町25‐16 幸町・井根町 

第15投票区 名瀬小学校教室 永田町1‐1 末広町・永田町 

第16投票区 公益社会館 伊津部町19‐2 伊津部町 

第17投票区 小浜保育所 小浜町32‐1 港町・小浜町 

第18投票区 奄美小学校体育館（北） 久里町15‐10 石橋町･久里町 

第19投票区 奄美小学校体育館（南） 久里町15‐10 安勝町･古田町 

第10投票区 春日保育所 春日町1‐1 春日町･小俣町 

第11投票区 名瀬中学校体育館 真名津町14‐1 真名津町･平田町 

第12投票区 小宿小学校教室 小宿900番地 小宿･里 

第13投票区 知名瀬公民館 知名瀬2317番地 知名瀬 

第14投票区 根瀬部公民館 根瀬部850番地 根瀬部 

第15投票区 崎原小中学校会議室 崎原44番地 崎原 

第16投票区 小湊小学校体育館 小湊281番地 小湊･名瀬勝 

第17投票区 大川小中学校体育館 西仲勝1201‐3 
伊津部勝･西仲勝 

西田･前勝･朝戸 

第18投票区 芦花部公民館 芦花部1127 芦花部･有良 

第19投票区 朝日中学校技術室 朝日町29‐1 鳩浜町･大熊･朝日町

第20投票区 有屋公民館 有屋町24‐7 
有屋･有屋町･仲勝 

仲勝町･和光町 

第21投票区 朝仁児童館 朝仁533 
朝仁･朝仁町 

朝仁新町 

第22投票区 上佐大熊集会場 佐大熊町2282‐1 佐大熊町 

第23投票区 浜里集会場 浜里町14 浜里町･平松町 

第24投票区 浦上公民館 浦上町44‐1 浦上･浦上町 

みんなの一票大切に！ 

詳
細
は
、
選
挙
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理
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話 
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１
１
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７
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７
１
２
）

投票区名            投票所名 住  所 町  名 

第25投票区 住用中学校体育館 住用町役勝27番地 

西仲間・石原・ 

山間・上役勝・ 

上役勝・下役勝・ 

戸玉 

第26投票区 東城中学校体育館 住用町摺勝610番地 

和瀬・城・摺勝・ 

見里・川内・ 

東仲間 

第27投票区 市公民館 住用町市659番地 市 

第28投票区 赤木名小学校体育館 笠利町中金久142番地 
里・中金久・外金久・ 

舟倉・緑屋 

第29投票区 屋仁地区振興センター 笠利町屋仁75番地 鍋比・川上・屋仁 

第30投票区 佐仁へき地保健福祉館 笠利町佐仁78番地 
楠野・佐仁一区・ 

佐仁二区 

第31投票区 笠利小学校体育館 笠利町笠利399番地 
用・笠利・辺留・ 

須野 

第32投票区 宇宿小学校体育館 笠利町宇宿166のロ番地
崎原・土盛・宇宿・ 

万屋 

第33投票区 節田小学校体育館 笠利町節田246番地 
和野・節田・平・ 

土浜 

第34投票区 用安へき地保健福祉館 笠利町用安1161番地の2 用安・神の子 

第35投票区 喜瀬地区振興センター 笠利町喜瀬250番地 喜瀬・鯨浜 

第36投票区 手花部小学校体育館 笠利町手花部2811番地 
打田原・前肥田・ 

手花部 

※ 平成18年4月11日以降に市内転居をされた有権者は、前住所地の選挙人名簿に登録

されていますので、前住所地の投票所で投票してください。 

奄美市だより 平成 18年 4月号                                             （４）



 

海水でイキイキ・ハツラツ！   
～ 健康・長寿・癒しの島づくり ～ ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奄美市がスタートしたことに伴いまして、再度、施設の内容をご紹介

いたします。この健康体験交流施設は温海水プールを中心とした健康増

進施設で、季節・天候を問わず御利用できるものです。場所は（旧名瀬

市）大浜海浜公園の海洋展示館横となります。 
水着を着て男女一緒にプールを利用していただく施設で、体に負担の

少ない温度（３３～３６℃）でゆっくりと楽しむことができ、海水の浮

力により楽に動くことができます。 
また、足裏、ふくらはぎ、腿、腰、背中、肩のそれぞれの部分に個別

に当てるジェット水流が配置され、筋肉をほぐしながら血行をよくする

効果が期待されます。温海水による運動効果としては、血圧安定や体脂

肪の低下、関節痛や尿酸値の改善も期待できるとされています。 
施設には畳敷きの休憩室やレストランも設置し、プールの他に個別の

要望に応じたリラックス効果の高いメニューの提供を行います。住民と

来島者に大浜の景観を楽しみながら、自然による癒しの効果を感じてい

ただきたいと思います。 
 
【お問い合わせ先】  
奄美市商工水産課計画調整係 電話５２－１１１１内線４２４ 

高齢者の相談窓口として 
地域包括支援センターができました 
 住み慣れた地域で、安心してその人らしい生活を送っていただ

くために、相談を受け付けたり、高齢者を見守ったり、介護・福

祉・健康・医療など、さまざまな面から総合的に支援する「地域

包括支援センター」ができました。 

・生活での困りごと 
・介護の不安や悩み 
・お金の管理や契約などの不安 

相 談 

電 話 来 所 訪 問 

地域包括支援センター 
名瀬 (代表)52－1111 

住用 69－2111 

笠利 63－2299 

●介護・福祉・保健の専門職がチームとなって、皆様を支援します 

●高齢者や家族の総合的な相談を受け付け、支援します 

●地域のさまざまな機関とのネットワーク作りを支援します 

●介護・福祉・保健の専門職がチームとなって、皆様を支援します 

●高齢者や家族の総合的な相談を受け付け、支援します 

●地域のさまざまな機関とのネットワーク作りを支援します 

段階 対象者 

第 5 段階 
本人が住民税課税で、合計所得

が 200 万以上の人 

第 4 段階 
本人が住民税課税で、合計所得

が 200 万未満の人 

第 3 段階 
本人が住民税非課税（世帯に課

税の方がいる） 

第 2 段階 世帯全員が住民税非課税の人 

第 1 段階 

●老齢福祉年金受給者で世帯全

員が住民税非課税の場合 

●生活保護受給者 

現 在 
 第 2 段階を 2つに分け、課税年金収入額と合計所得額の合計が 80 万以下の方には、

より低い保険料を設定します。 

金額（月額） 
段階 対象者 保険料 

旧名瀬市 旧住用村 旧笠利町

第６段階
本人が住民税課税で、合計

所得が 200 万以上の人 

基準額×

1.５ 7,650 円 7,200 円 5,700 円 

第５段階
本人が住民税課税で、合計

所得が 200 万未満の人 

基準額×

1.25 
6,375 円 6,000 円 4,750 

第４段階
本人が住民税非課税（世帯

に課税の方がいる） 
基準額 5,100 円 4,800 円 3,800 円 

第 3段階
世帯全員が住民税非課税

で、第 2段階以外の人 

基準額×

0.75 
3,825 円 3,600 円 2,850 円 

第 2段階

世帯全員が住民税非課税

で、合計所得金額＋課税年

金収入額が80万以下の人

基準額×

0.5 
2,550 円 2,400 円 1,900 円 

第 1段階

●老齢福祉年金受給者で

世帯全員が住民税非課

税の場合 

●生活保護受給者 

基準額×

0.5 
2,550 円 2,400 円 1,900 円 

平成 18 年 4 月から 

平成 18 年 4 月から 65 歳以上の方の保険料が変更になります！ 

第 3期事業計画中(平成 18～平成 20 年度)については旧市町村において保険料が決定されます。 

ここでは旧名瀬市を例に保険料の決め方を説明します。 

旧名瀬地区にお住まいの方の介護サービスにかかる費用総額のうち、65 歳以上の負担分を

65 歳以上の人数で割って、保険料基準額が決まります。その基準額を元に、所得段階別の

保険料が決められます。 

決
め
方 

名瀬市の介護サービスにかかる

費用総額のうち 

65 歳以上の人の負担分 

約 4億 3千 5百万 

 

65 歳以上の人数

 

約 7,115 人 

 

基準額 

 

61,200 円 費用総額 約 30 億円 

÷ ＝

国 

29.7％

県 

12.5％ 

40～64 歳

31.0％ 

14.3％

旧名瀬市 

12.5％ 

１２月 奄美市名瀬小宿（大浜）にオープン予定 

健 康 体 験 交 流 施 設 

 
 

健康体験交流施設パース.jpg 

（５）                                            奄美市だより 平成 18年 4月号 



 

指定ごみ袋の変更について 
 
 4 月からごみ袋が下記のとおり変更になります。なお、当分

の間は従来の袋も使えます。 
 
① 名称の変更 

   名瀬市指定ごみ袋 

   住用村指定ごみ袋   名瀬クリーンセンター指定ごみ袋 

   笠利町指定ごみ袋 

② 使用範囲の変更…奄美市以外の町村でも使用できます。 

③ もやせないごみ袋の変更 

   赤い袋に白い文字⇒透明な袋に黒い文字 

④ もやせるごみ袋については、変更はありません。(透明の袋に赤い文

字です。) 

「平成 18 年度生涯学習県民大学パソコン講座」 

受講生募集 
 

講座内容 パソコンによる文書作成および表計算、インターネットの利用

方法について(パソコン初心者を対象に文字入力の方法から暑

中見舞ハガキ、カレンダーの作成などの利用法を経験していた

だく予定です) 

実施期間 平成 18 年度 6月 7 日(水)～6 月 23 日(金)の間で隔日 8回分 
     6/7(水)・9(金)・12(月)・14(水)・16(金)・19(月)・21(水)・23(金) 

実施時間 実施日の 18：30～21：00 

     (実施日および時間等の事情により変更する場合があります) 

対 象 者 大島本島内に居住する成人、ただし継続して受講できる方に限

ります。 

募集人員 20 名 

受 講 費 一人 1,500 円程度(テキスト代を含む) 

卒業認定 総時間数の 7 割以上の出席をした受講生に卒業証書を授与し

ます。 

申込期限 平成 18 年 4 月 28 日(金)必着 

申込方法 官製往復ハガキ 

     受講希望者本人の氏名とふりがな、住所、郵便番号、電話番号、

年齢を記入し、「平成 18 年度生涯学習県民大学パソコン講座」

とお書きいただき下記のあて先にお出しください。 

     〒894－0008 名瀬市浦上 1393 

     大島工業高等学校県民大学運営委員会あて 
     なお、定員を超えた場合は抽選となりますのでご了承ください。 

問い合わせ先：大島工業高等学校 県民大学運営委員会 

             担当 佐野 光俊(0997－52－4301) 

奄美市環境保全審議会委員の公募について 
 奄美市民の環境を守る条例に基づく、環境保全審議会の委員を公募いた

します。審議会の委員には、奄美市希少野生動植物の保護に関する条例に

基づく、指定希少野生動植物(奄美市内に生息する希少野生動植物で、特

に保護をはかる必要がある動植物)に関する審議を行っていただく予定に

しております。 

 審議会の委員を希望する者は、下記によりご応募お願いいたします。 

募集人員 若干名 

資  格 地方自治法第 18 条に定める選挙権を有する者で、旧笠利町、

住用村に在住のもの(旧名瀬市については公募済み) 

審 議 会 年 2～3 回程度開催予定 

応募要領 希少野生動植物の保護に関する意見を、400 字程度にまとめ、

事務局まで提出すること 

締  切 平成 18 年 4 月 28 日(金) 必着 

選  考 レポートの内容を審査し決定します。 

事 務 局 環境対策課 環境政策室 52－1111(241) 愛犬家の皆様へ 
 最近、飼犬等の放し飼いが多く、毎日多くの

犬が捕獲され、処分されているのが現状です。

 犬と人間との歴史は古く、今から 2、3 万年

前に番犬や狩猟目的でオオカミを飼い慣らし

たのが始まりだといわれております。そのた

め、犬が吠えたり、咬んだりするのは、ごく自

然なことなので飼い主がしっかりしつけをし

て管理しなければなりません。 

 ・犬を飼ったら新規登録を行い、予防接種を受けさせる。 

 ・犬を散歩させる時は 2ｍ以内の鎖をつけ、犬を制御できる者が行う。

 また、最近、愛犬が死亡した時、放置されるケースがあるようです。 

 どんな生き物でも、命ある者、いつかは死んでしまいます。 
 愛犬が死亡した時は、ご自分の庭先等で埋葬されるか、クリーンセンタ

ーで焼却処分してもらうか、飼い主が最後まで責任を持って処理されるよ

うお願いいたします。 

★ 春の狂犬病の予防注射は 5月下旬の予定です。5月号の「奄美市だよ

り」に掲載しますので、犬の飼主の皆様は必ず受診されるようお願いいた

します。 

問い合わせ先：環境対策課 52－1111 内線 243

省エネナビモニターの募集  
省エネ豆知識シリーズ⑫ 

 奄美市では、家庭で使う電力量を知ることのできる「省エネナビ」を使

って、皆さんに省エネルギーに取り組んでもらい、地球温暖化防止に対す

る意識を深めてもらおうと、省エネナビを設置してエコライフに取り組ん

で頂く家族モニターを募集しています。 

１ 募集世帯数  20 世帯(先着順) 

２ モニター期間 モニター設置日から 1年間 

３ 条  件   ①現住所に一年以上お住まいの方 

          (名瀬地区、住用地区、笠利地区) 

         ②家族構成等に大幅な変化がない世帯 

         ③毎月電力使用量の報告ができる方 

４ 応募方法   電話でお申し込み後、事務局までお越しください。 

５ 謝  礼   モニター協力世帯には、省エネグッズを差し上げます。 

６ 申 込 先   環境対策課 環境政策室 (内線 241) 

地域防災推進委員の募集について 
 

対 象 者 自主防災組織リーダー、自治会役員及び町内会役員等で講座終

了後に地域防災推進員としてのボランティア活動に従事でき

る方 

 地域防災推進員になるためには、下記の講座受講が必要になります。 

記 

講座の内容 

①地域防災活動の必要性と具体的な実践方法 

 ②災害発生時の応急対策 

 ③地域防災推進員としての役割 

 ④その他必要な事項 

講座の実施場所  県防災研修センター(姶良郡姶良町平松 6252) 

回 数 
 年 3 回(6 月、7月、8月予定) 

 12 講座(1 開講日につき 4講座) 

申込方法 申込用紙の提出(奄美市役所本庁 総務課安全安心係内に申込

用紙を準備しております。) 

申込期限 平成 18 年 4 月 14 日(金) 

※旅費・宿泊費等一切の費用は、奄美市において負担。申し込

み多数の場合は、書類選考といたします。 

問い合わせ先：奄美市役所本庁 総務課 安全安心係 

       電話 52－1111 内線 324・325

ヤスデの侵入を食い止めよう！ 
 
 ヤスデは、毎年 4月から 6月にかけて活発に活動します。 

 ヤスデは、日陰を好み、腐葉土を食べ、一度に 150 から 350 個の卵を産

みます。ヤスデの侵入を防ぐためには、ヤスデの住みにくい環境を作るこ

とが大事です。地域ぐるみで伐採作業などをして、ヤスデの侵入をくい止

めましょう。 

 

 

 

 

 連絡先 薬剤名 価格(1 袋 3kg) 

JA 奄美名瀬支所 52－3300 コイレット 609 円(半額) 

翔薬(旧九薬) 54－0030 シャットアウト 656 円(半額) 

 

※ 奄美の自然環境を守るために、薬のまき過ぎには十分気をつけましょ

う。 

○問い合わせ先 環境対策課 52 1111 (内線 242)

☆ ご存知ですか。薬剤の半額補助制度を。
 ※薬剤は下記の取扱所で半額で購入できます。

(ただし、購入するときは、印鑑を持参ください。)
ヤンバルトサカヤスデ

公共施設の管理運営についてのお知らせ  
 名瀬市の一部公共施設の管理運営方法が次のように変更になります。な

お、利用方法については、従来どおりです。 

施設名 指定管理者 所管課 連絡先 

中央公民館 ㈱楠田書店 生涯学習課 内線 741 

中央公民館地区分館

（伊津部・四谷・金久）
㈱楠田書店 生涯学習課 内線 741 

屋仁川駐車場 大島食糧 ㈱ 都市整備課 内線 221 

末広駐車場 
 セントラルホンダ

販売㈱ 
商工水産課 内線 422 

 
お問い合わせ： 

      奄美市役所 上記各所管課 電 話 0997－52－1111 
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皆さん、ご存知ですか？  
消防法及び市町村条例により、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ

ました。 

◎適用時期 

 ・新築住宅   平成 18 年 6 月 1 日から設置 

 ・既存の住宅  平成 23 年 5 月 31 日までに設置 

◎設置場所 

  就寝の用に供する居室(寝室)、寝室がある階の階段などに設置します。 

 例示：   は住宅用火災警報器     台所については推奨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 火災の煙を感知する火災警報器で、「天井取り付け式」と「壁取り付け式」があり、

電池を使うタイプと家庭用電源を使うタイプがあります。 

※ 販売店等で購入されて、その設置基準に沿って誰でも取り付けできます。 
   
  機器購入に関するお問い合わせは 

    最寄りの電化製品販売店、消防用設備業者へ。 

  住宅用火災警報器に関するご質問は、 

    大島地区消防組合 予防課   52－0100 

             笠利分署  63－1999 

             住用分駐所 69－2119 にお気軽にご相談ください。 
 
※ 住宅用火災警報器の訪問販売のトラブル相談については、 

  鹿児島県大島消費生活相談所(大島支庁内) 52－0999 または、 

  奄美市役所市民課市民生活係 52-1111 (内線 715・716)まで 

居室 寝室 階段 

寝室 
廊
下 台所 

寝室 居室 台所

設置個数：3個 設置個数：1個 

平成 18 年二級建築士試験のお知らせ 
 

次の日程で実施されます。 

1 受験申込書配布  

平成 18 年 4 月 3 日(月)～4 月 14 日(金) 

2 受験申込受付 

① インターネットによる受付 

平成 18 年 4 月 1 日(土)～4 月 7 日(金) 

② 受付会場における受付 

平成 18 年 4 月 10 日(月)～4 月 14 日(金) 

3 受験日 

「学科の試験」   平成 18 年 7 月 2 日(日) 

「設計製図の試験」 平成 18 年 7 月 24 日(日) 

4 合格発表 

   平成 18 年 12 月 7 日(木)ごろ 

5 問い合わせ先 

（社）鹿児島県建築士会大島支部 電話 53－3898 

軽自動車を保有している方ご存知ですか？ 
 
 身体障害者手帳、または、療育手帳をお持ちの方は(障害

の程度によって該当しない場合もありますのでおたずねく

ださい。)毎年 1回、【4月 11 日～24 日】税務課窓口で申請

すると、軽自動車税が免除されます。(ただし、身障者等 1

人につき 1台のみ。) 

 身障者本人が所有し、運転する軽自動車をお持ちの方、ま

たは、身障者本人が所有し、同居する方(生計同一者)が軽自

動車を運転される場合は申請してください。また、構造上、

身体障害者の利用に供される軽自動車についても減免の対

象となります。 

 なお、普通自動車税を免除している方は、対象となりませ

んので、ご了承ください。 

※ 軽自動車には、原付バイクも含まれます。 

 問い合わせ先： 

   奄美市役所名瀬総合支所 52－1111 (内線 103・112) 

        住用総合支所 69－2111 

        笠利総合支所 63－1111 

固定資産課税台帳に価格等を登録した旨のお知らせについて 
 固定資産台帳に価格等を登録した旨お知らせいたします。 
 このことにより、平成 18年 4月 3日から新年度の課税内容(土地・家屋・償却資産)
を閲覧し、または証明書の交付を求めることができるようになります。 

土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について 
 奄美市内に土地・家屋の固定資産を所有する納税者について、平成 18 年度土地・家

屋価格等縦覧帳簿を作成したので下記のとおり縦覧に供します。 

 納税者の皆さんが、自己の資産と市内に所在する他の土地や家屋の価格を比較でき

ます。 

 この帳簿は、平成 18 年 1 月 1 日で作成してあります。 

 詳細については税務課及び税務係へお問い合わせください。 

１ 縦覧期間 平成 18 年 4 月 3 日から平成 18 年 5 月 31 日まで 

       (土曜日・日曜日及び祝日は除く。) 

２ 縦覧時間 午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで 

３ 閲覧場所  

奄美市名瀬幸町 25 番 8 号 奄美市名瀬総合支所 税務課固定資産係 

電話 0997－52－1111 (内線)110・111 

奄美市住用町西仲間 111 番地 奄美市住用総合支所 市民福祉課税務係 

電話 0997―69―2111 (内線)105・106 

奄美市笠利町中金久 141 番地 奄美市笠利総合支所 市民課税務係 

電話 0997－63－1111 (内線)48 

平成 18 年度前期技能検定（国家検定）の実施について  
 職業能力開発促進法第 44 条の規定に基づき、平成 18 年度前期技能検定が次のとお

り実施されます。 

１ 受検申請受付場所 

  平成 18 年 4 月 4 日(火)から同年 4月 14 日(金)まで(土・日曜日を除く。) 

２ 試験実施日 

  （１）実技試験…平成 18 年 6 月 12 日(月)から同年 9月 10 日(日)までの期間で職

種ごとに定める日 

  （２）学科試験…平成 18 年 7 月 30 日(日)、8 月 20 日(日)、8 月 27 日(日)、9 月

3 日(日)で職種ごとに定める日 

３ 合格発表 

  （１）３級……………平成 18 年 8 月 28 日（月） 

  （２）その他の等級…平成 18 年 10 月 3 日（火） 

４ 実施募集職種  造園、建設機械整備、左官、表装など 33 職種 

５ 実施募集等級  １級、２級、３級、単一等級 

試験に関するお問い合わせ先： 

 ・鹿児島県職業能力開発協会（技能検定実施機関） 

   鹿児島市錦江町 11 番 40 号 鹿児島港湾事務所ビル 3階 

                TEL：099－226－3240 FAX：099－222－8020 

 ・県庁商工観光労働部労働政策課 

   鹿児島市鴨池町 10－1   TEL：099－286－3019 FAX：099－286－5582 

国民年金のお知らせ 
 
国民年金保険料が変わります 

平成 18 年 4 月分から平成 19 年 3 月まで 

の国民年金保険料は、月 280 円引き上げ 

られ、月々13,860 円となります。 

国民年金保険料は、急速な少子高齢化に対応するために、平

成 29 年まで毎年月額 280 円引き上げられ、最終的に月額

16,900 円となる予定です。 

※ お徳な前納制度もございます。納付についての相談は、

奄美大島社会保険事務所（TEL：52-4341）まで。 
 
異動があったら届出を 

春は、就職・退職・転居などの多い時期です。異動があった

らその都度届出が必要です。以下のような場合は、忘れずに

市役所国民年金係まで。 

・会社などに勤めていない人や学生が 20 歳になったとき 

・60 歳前に会社を退職したとき 

・配偶者が退職し、被扶養配偶者でなくなったとき 

・収入が 130 万円を超えて被扶養配偶者でなくなったとき 

・学生で収入がなく、納付が困難なとき→学生納付特例申請 

・収入が少なくて納付困難なとき→保険料免除申請 

※ 詳しくは、奄美市役所国民年金係までお尋ねください。 

奄美市役所 国民年金係 52－1111 [内線 128～129] 

生活保護のご相談について 
 

生活保護のご相談はこれまでと同じように、 
 

 

名瀬総合支所… 

福祉事務所自立支援課 52－1111 内線 611～618 

住用総合支所… 

  市 民 福 祉 課 69－2111 内線 112 

笠利総合支所… 

  い き い き 健 康 課 63－2299 
 
または、お近くの民生委員がお受けいたします。 

（生活でのお困り事は、遠慮なくご相談ください。合併によ

って、何も変わることはありません。） 

奄美市 

（７）                                            奄美市だより 平成 18年 4月号 



 

平成 18 年度 奄美市予防接種一覧表  
種  別 実施予定日 対 象 者 受付時間場所 摘  要 

奄美市保健センター 

13：30～14：15 
4/17、4/24、4/28 

5/9、5/17、5/22、5/26 

10/2、10/5、10/10、10/18

10/23、10/27、11/1 

住用診療所 

13：30～14：00 

住用地区：5/16、10/13 

ポリオ(小児マヒ)生ワクチン 

急性灰白髄炎 

笠利地区：5/10、10/18 

3 か月～90 か月未満

（7歳 5 か月）

ふれ愛の郷多目的ホール

13：30～14：00 

6 週間以上の間隔で2回飲みます。 

他の予防接種を受けるには 1 か月あけてくださ

い。 

BCG 接種 4 月～H19 年 3 月 3 か月～6月未満 

1回接種します。 

BCG 接種後、他の予防接種を受けるには 1 か月あ

けてください。 

百日咳 

ジフテリア   三種混合 

破傷風 

4 月～H19 年 3 月 
3 か月～90 か月未満

（7歳 5 か月） 

1期初回：3～8週間の間隔で3回接種します。 

1期追加：1期終了後1年おいて1回接種します。 

他の予防接種を受けるには 1 週間あけてくださ

い。 

麻しん・風しん 

混合ワクチン 
4 月～H19 年 3 月 

12か月～24か月未満

(以前に麻しん及び風

しんの単独接種を受け

ていないもの、または

罹患していないもの) 

1期：12か月～24か月 
2期：就学1年前(5～7才未満) 
他の予防接種を受けるには 1 か月あけてくださ
い。 
※今年度は、H18 年 3 月までに麻しん・風しんの
いずれかを接種した児、または罹患した児につい
ては、麻しん・風しんの単独接種ができる。(ただ
し、24 か月未満の児に限る)→住所地の総合支所
での手続きが必要 

日本脳炎 4 月～9月 
①6か月～90か月未満

②小4年生(9～12歳)

希望者のみ(個別通知はしません) 

1期初回：1～4週間の間で2回接種します。 

1期追加：1期終了後1年において1回接種します。 

他の予防接種を受けるには 1 週間あけてくださ

い。 

ジフテリア

市内指定医療機関 
(予約が必要です。)
 
※送付された受診票
を提出すると無料で
接種できます。 
 
対象年齢の方で、平
成 16 年度の予診票
をお持ちでない方
は、母子健康手帳と
印鑑を持って、住所
のある総合支所の
窓口で交付を受け
てください。 

指定の日時に1回接種します

「ハンセン病療養所入所者等に対する補償金制度」 
                 に関するお知らせ 

 
 現在、国ではハンセン病療養所入所者等に対する補償金の支給を実施し

ていますが、請求の期限が平成18年6月21日(水)までとなっております。

 まだ、請求をされていらっしゃらない方は、請求の期限までに請求をさ

れますようにお知らせいたします。 

 

○支給対象者 平成18年3月31日までに国立ハンセン病療養所に入所さ

れていた方で、補償法施行日(平成 13 年 6 月 22 日)におい

て生存されている方 

○請求の期限 平成 18 年 6 月 21 日（水） 

○そ の 他 下記の方につきましては、補償金を請求されてもお支払は

できませんので、ご注意ください。 

       ①すでに補償金を受けられている方 

       ②ハンセン病に関する裁判上の和解が成立されている方 

○問い合わせ先：厚生労働省健康局疾病対策課 

            TEL 03－5253－1111 内線 2369,2980 

在宅高齢者福祉制度をご利用の皆様へ 
 

 現在、奄美市では在宅の高齢者並びにその家族等に対し、介護予防や日

常生活上の支援を行うことにより、これらの高齢者の要介護状態への進行

を防止するとともに、在宅での自立した生活が確保できるよう必要なサー

ビスを行っています。下記の制度を平成 18 年度も引き続き利用される方

は、新たに申請手続きが必要となりますので、ご注意ください。 

 なお、笠利、住用総合支所については合併に伴い、新規事業もあります

ので各総合支所へお問い合わせください。 

 

 事 業 名 名瀬 笠利 住用 

1 家族介護用品支給事業(紙おむつ支給事業) 継続 継続 新規 

2 寝たきり高齢者等移送サービス事業 継続 新規 新規 

3 寝たきり高齢者等理髪サービス事業 継続 継続 新規 

4 寝たきり高齢者等寝具洗濯サービス事業 継続 継続 新規 

5 はり・きゅう施術料助成事業 継続 新規 新規 

6 「食」の自立支援事業 継続 継続 新規 
 
※「食」の自立支援事業…住用総合支所⇒申請（可） 

            (名瀬・笠利については従来どおり利用できま

すので、申請不要) 

 

※お問い合わせは下記総合支所から在宅介護支援センターへお気軽にお

電話ください。 

 

   名瀬総合支所 福祉政策課 高齢者係  52－1111（603） 

   笠利総合支所 いきいき健康課 福祉係 63－2299 

   住用総合支所 市民福祉課 福祉係   69－2111（107） 

ふれあい和光塾 3期生ファミリー募集 
 和光園での日常的な農業体験をとおして、親子で土に触れ合い、家族の

コミュニケーションを図るとともに、和光園の方々との交流を通じてハン

セン病についての正しい理解を求めることを目的として行っています。 

【活動期間】  平成 18 年 4 月～平成 19 年 3 月末 

【場  所】  国立療養所 奄美和光園 

【対 象 者】  奄美市内に在籍する小学生を持つ家族 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間の活動計画】 
 
      4 月…開講式       1 月…第 2回収穫祭 

      5 月…第 1回収穫祭    3 月…閉講式 

      8 月…和光園夏祭り参加 
 
【募集家族数】 5 家族 

【募集期間】  4 月 12 日(水)まで 

【申し込み先】 奄美市名瀬教育委員会 生涯学習課 

                  TEL 0997－52－1111 (内線 725)

収
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保健所からのお知らせ 
 

平成18年度一般クリニック(健康診断)実施日程 

日 時：４月１８日(火) 場 所：名瀬保健所 

受付時間：午後１時から２時まで 
 
         問い合わせ先：名瀬保健所総務課 福永 52－5411 

派遣相談（名瀬総合支所） TV 電話相談（名瀬総合支所←℡→県弁護士会） 

14 月 13 日(木) 大倉 克大 弁護士

14 月 27 日(木) 本木 順也 弁護士
4月 20 日（木） 三窪 洋三 弁護士 

問い合せ先：奄美市役所 市民課 市民生活係 ℡52－1111（内線 715・716） 

「奄美法律相談センター」4月相談日のお知らせ 

奄美市だより 平成 18年 4月号                                             （８） 



 

 

 

問題をよく読んで、3 つの答えの中から正しいものを選び、ハガキに書

いてお送りください。 

①公民館講座の受講料、名瀬は１講座いくら？(ヒント２ページ) 

Ａ―１，５００円 Ｂ―１，０００円 Ｃ―２，０００円 

②奄美市長選挙の投票日は４月何日？(ヒント４ページ) 

Ａ―１６日 Ｂ―２３日  Ｃ―３０日 

③旧笠利町の介護保険料、第１段階はいくら？ (ヒント５ページ) 

Ａ―２，５５０円 Ｂ―２，４００円 Ｃ－１，９００円 

■応募方法 

  ハガキに答え（例①－Ａ、住所、氏名、年齢、電話番号）と市政に関するご

意見、面白い話などがありましたら、書き添えてください。 

  全問正解者の中から抽選で 1 人に日本エアーコミューター往復優待券(5 割

引)、10人に500円の図書券をプレゼントします。 

■あて先 〒894-8555 奄美市名瀬幸町 25-8 名瀬市役所「広報クイズ」係 

■締め切り  ４月１４日（金） 

■３月号の正解 ①－Ａ ②－Ｃ ③－Ａ 

抽選で下記の方々に決まりました。おめでとうございます。 

●日本エアーコミューター往復優待割引券(1 人)  

西原 佳さん （有屋町）   

●５００円の図書券(１０人) 

赤塚卓矢さん（浦上町）、按美和子さん（古田町）、境真代さん（根瀬部）、

島川正也さん（安勝町）、竹田茂徳さん（柳町）、徳キクエさん（平田町）、

原田樹里さん（井根町）、福島智子さん（平松町）、南大我さん（柳町）、

四本ケイ子さん（芦花部） 

※賞品は発送済です。 
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ラ
ブ
を
行
政
か
ら
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
ほ
し
い
で
す
。
本
土

と
比
べ
る
と
料
金
が
か
な
り
高

く
、
制
約
が
多
い
で
す
。
お
願

い
し
ま
す
。
（
女
性
・
33
歳
）

■
叱
り
上
手
？
ほ
め
上
手
！
を

丁
度
読
む
前
に
我
が
子
を
感
情

的
に
叱
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
夜
お
風
呂
の
時
と
寝
る
前
に

た
っ
ぷ
り
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と

っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
と
思
い

日 曜 コンサ－ト・催物 開演時間等 料金等 主  催 

1 土 日野原重明先生講演会 
開場 13:00

開演 14:00
500 円 

日野原重明先生講演会実行委員会

奄美市教育委員会（生涯学習課）

℡ 52－1111(内 752) 

11 火 
平成 18 年度奄美市転入教

職員合同着任式 
開会 14:30 関係者 

奄美市教育委員会（学校教育課）

℡ 52－1111（内 723） 

16 日 フリーマーケット 
10：00～ 

17：00
一万人広場

名瀬フリーマーケット市民の会

℡ 53－3507（稲井） 

23 日 家庭教育フォーラム 
開場 13:00

開演 14:00
1,000 円 

家庭倫理の会 

℡52-8228 

25 火 奄美市教科主任等研修会 未定 関係者 
奄美市教育委員会（学校教育課）

℡ 52－1111（内 723） 

30 日 
第 8 回キティちゃんマツリ＆

ハーモニーランドショー 

開宴①11:30

開演②14:00

前売券 1,000 円

当日券 1,100 円

㈱東京堂 

℡ 52－0403 

※主催者の都合により、開演時間入場方法等が変更になることがあります。 

お問合せは、それぞれの主催者へお願いいたします。 

く
り
し
ま
し
た
が
、
す
ご
い
成

長
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ー

ケ
ー
ド
、
そ
し
て
お
店
も
か
わ

り
始
め
て
い
る
と
思
う
と
な
ん

だ
か
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で

す
。 

 
 

（
女
性
・
28
歳
） 

クイズ応募はがきから 

住
用
地
区
・
笠
利
地
区
の
み
な
さ

ん
の
お
は
が
き
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
お
答
え
い
た
だ

き
な
が
ら
、
身
の
回
り
の
出
来
事
、

行
政
に
関
す
る
事
な
ど
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。 

4 月奄美振興会館催物のご案内 54－1211 

行  事 日時・受付時間 場   所 対   象   児 

4か月児健診 14(金) 13:00～13:15 保健センター 平成17年12月生 

7か月児相談 18(火)  9:30～10:30 保健センター
平成17年18月16日生 

～平成17年19月15日生 

1歳6か月児 

健診 
21(金) 13:00～13:15 保健センター 平成16年10月生 

3歳5か月児 

健診 
27(木) 13:00～13:15 保健センター 平成14年11月生 

フッ素塗布   市内歯科医院

平成15年14月生 

平成15年10月生 

平成16年14月生 

母子健康相談 

のびのびっこ 

広場 

12(水) 19:30～11:00 保健センター
 市内に住む 

  子どもとその親 

はつらつ 

健康相談 
13(木) 13:30～14:00 保健センター 一般市民 

ポリオ 
17(月)・24
(月)・28(金)

13:30～14:15 保健センター
生後3か月～90か月未満 

(7歳5か月) 

歯科健康相談 26(水) 19:30～10:00 保健センター 市内に住む子ども 

４月 健診日程 名瀬地区 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児相談 14:30～15:00 ふれあいの郷多目的ホール 

1歳6か月児・3歳5か月児健診 

20(木) 

13:30～14:00 ふれあいの郷多目的ホール 

歯科検診・フッ素塗布 10(月) 13:30～14:00 

ふれあいの郷多目的ホール 

対象：平成15年14月生 

平成15年10月生 

平成16年14月生 

母子健康相談 11(火) 10:00～ ふれあいの郷多目的ホール 

４月 健診日程 笠利地区 

４月 健診日程 住用地区 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児相談 

1歳6か月児・3歳5か月児健診 
7(金) 13:30～14:00 住用中央公民館 

歯科検診・フッ素塗布 7(金) 13:30～14:00 

住用中央公民館 

対象：平成15年14月生 

平成15年10月生 

平成16年14月生 

母子健康相談 5/2(火) 13:15～14:00 住用中央公民館 

■
野
山
は
若
葉
が
萌
え
盛
り
、

素
晴
ら
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
三
、
四
年
前
か
し
ら
ト
ベ

ラ
の
花
の
香
り
に
魅
せ
ら
れ
て

ト
ベ
ラ
の
木
の
苗
を
庭
に
植
え

ま
し
た
。
今
年
、
枝
い
っ
ぱ
い

の
小
さ
な
白
い
花
が
咲
き
、
香

り
を
漂
わ
せ
て
す
ば
ら
し
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
満
足
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 

（
女
性
・
72
歳
）

■
十
二
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
健

康
体
験
交
流
施
設
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
娯
楽
施

設
の
少
な
い
島
に
、
一
日
中
、

家
族
連
れ
で
の
ん
び
り
で
き
る

所
が
あ
れ
ば
と
常
々
思
っ
て
い

ま
し
た
。
今
か
ら
ま
ち
ど
お
し

い
で
す
。 

 

（
女
性
・
36
歳
）

(9)                                             奄美市だより 平成 18年 3月号 



す
が
、
約
８
割
の
方
が
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
要
望
の
中
に
は
、
市
の
健

診
に
つ
い
て
『
待
ち
時
間
が
長

い
』
『
病
院
で
の
個
別
健
診
を

希
望
』
等
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え

て
検
討
し
た
こ
と
を
以
下
に

ま
と
め
ま
し
た
。 

①
広
報
の
充
実
を
図
る 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
元
の

新
聞
掲
載
や
広
報
紙
に
よ
り
、

健
診
日
程
の
お
知
ら
せ
を
行

い
、
よ
り
多
く
の
人
に
見
や
す

い
掲
載
を
検
討
し
、
広
報
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

②
複
合
健
診
の
実
施 

平
成
18
年
度
は
節
目
の
対
象

者
（
40
・
45
・
50
・
55
歳
）

に
『
複
合
健
診
』
を
実
施
し
、

一
度
で
基
本
健
診
、
大
腸
が

 

山
が
淡
い
緑
に
染
ま
り
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
季
節
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
「
新
し
い
こ
と
を
始

め
よ
う
」
と
考
え
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
「
健

診
を
受
け
る
！
」
こ
と
を
始
め

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

名
瀬
地
区
で
は
昨
年
度
、
健

診
受
診
率
の
低
い
、65
歳
以
下

の
早
期
死
亡
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
7
月
か
ら

年
末
に
か
け
て
健
診
の
受
け

や
す
い
体
制
づ
く
り
に
活
か

す
た
め
、
保
健
推
進
員
に
よ
り

壮
年
期
の
健
康
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
保
健
推
進
員
、
住
民
の

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

集
計
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、

健
診
の
受
診
状
況
は
約
6
割

が
事
業
所
健
診
や
病
院
受
診

等
を
受
け
て
お
り
、
約
4
割
が

健
診
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
受
け
な
い
理

由
と
し
て
『
仕
事
が
忙
し
い
』

『
な
ん
と
な
く
』
と
い
う
意
見

が
多
く
、
ま
た
、
名
瀬
で
は
日

曜
・
夜
間
健
診
を
設
け
て
い
ま

 

今月の保健師さん

丸田 はるなさん

新
し
い
ス
タ
ー
ト
！ 

ん
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
、

腹
部
エ
コ
ー
、
骨
粗
鬆
症
検
診

（
女
性
の
み
）
、
歯
科
検
診
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
年
代
別
の
実
施
や
病
院

で
の
個
別
健
診
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。 

③
自
分
の
体
に
興
味
を
持
ち
ま

し
ょ
う
！ 

 

健
診
や
広
報
が
ど
ん
な
に

充
実
し
て
も
、
自
分
自
身
の
健

康
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
情
報
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
「
元
気
だ
か

ら
」
と
い
う
意
見
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
元
気
な
う
ち
か
ら

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
病
気

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
健
康
で
な
け
れ
ば
、
仕
事

や
子
育
て
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
早

い
う
ち
か
ら
健
診
を
受
け
る

習
慣
を
つ
け
て
健
康
管
理
を

し
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

名瀬総合支所からのお知らせ

各種健診(基本健診・がん検診)の申し込みができます 
 

 名瀬総合支所では今年度の健診の申し込みを行います。 

 「広報なぜ 2月号」でお知らせいたしましたが、下記の方には 4月中旬に申込書を送付いたします。 

 あなたの大切な方の涙を流さないために、ぜひ健診を申し込み、受診してください。 

通知対象者 ① 20・25・30・35 歳の女性 

      ② 40・41・42・45・50・55・60・65 歳の男女 

      ③ ①・②以外の年齢の方は、過去 3年間(H15・16・17)に市で行った健診を一つでも受診し

たことのある方 

申し込み締め切りは、4月 30 日です。 

 通知が無く申し込みされる方は、4月 24 日～5月 10 日までにお問い合わせください。 

問い合わせ先 52－1111 奄美市健康増進課 

ゆずります   平成 18年 3月 16日現在 
品     名 規 格 希望価格

盗難防止用警報機 自転車・オートバイ用 1 , 4 5 0 円

う ば 車  無 料

営業用かき氷機械 10年前購入 5 万 円

コンパクト精米機 家庭用（新品） 応 談

パソコン用ディスプ
レイ 

5年前購入 2 , 0 0 0 円

双 眼 鏡 新品 5 0 0 円

電子ブック用ソフト 
広辞苑・コンピュータ
用語辞典 

2 0 0 円

もとめます 

二段ベッド、紬おり機一式、チャイルドシート 

お問い合わせは、市民課 市民生活係まで 

℡ 52－1111 内線 715・716 

リサイクルコーナー 

新大熊公民館が完成 ～町内会全員で作り上げられた公民館～ 

 大熊町内会が主体となり、手がけた公民館がこのほど落成。 

 コミュニティ助成事業(宝くじの助成 1,500 万円)、区画整理事業など、総事業費 8,000 万円で整備。3 月 5

日(日)には、平田市長をはじめ、町内会役員など 80 名が出席し、祝賀会が盛大に行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高い天井の集会室・寝泊まりできる和室・シャワーのついた倉庫など、すべてが機能的で素晴らしい公民館

ができました。 

四
月
詠 

 

春

大
根

は
る
だ
い
こ
ん 

 待
ち
来
る
友
の 

 

丸
く
な
り 

 

さ
と
原 

和
子 

―
愛
し
子
へ
―

お
て
ん
ば
娘
に
わ
ん
ぱ
く
坊
や 

仲
良
し
コ
ン
ビ
で
我
が
家
を
癒
し
て
く

だ
さ
い
ね 

（
父 

慶
太 

 

母 

緑
）
朝
仁
新
町 

河
部 

未
咲

み

さ

き

ち
ゃ
ん 

（
平
成
１４
年
２
月
５
日
生
ま
れ
）

河
部 

凛 り
ん

太
郎

た

ろ

う

く
ん 

（
平
成
１８
年
１
月
６
日
生
ま
れ
）

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
を

五
二
―
一
一
一
一

内
線
三
一
一
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笠利総合支所からのお知らせ

こどもは町の宝、みんなでこの子たちに誇れる町づくりに努め

ましょう。 

満一歳になりました。 

 

   氏 名    生年月日        住 所   保護者 
 ○奥

おく

 陽和璃
ひ よ り

  平成17年4月30日   外金久       大一郎 

 ○深田
ふ か だ

 彩太
あ や た

  平成17年4月21日     外金久       剛 

 ○宗清
むねきよ

 将才也
ま さ や

 平成17年4月25日   外金久     ゆり 

○安田テイ様（佐仁１区） 
 亡夫正道様の香典返しとして金一封 
○屋 みはる様（佐仁２区） 
亡夫利文様の香典返しとして金一封 
○朝山 毅様（中金久） 
亡父玄蔵様の香典返しとして金一封 
○大西壽雄様（里） 
亡妻千鶴子様の香典返しとして金一封 
○今畑チエ子様（用安） 
 亡母福田トコ様の香典返しとして金一封 

第３７回大島北高等学校卒業式が３月１日に行なわれました。吉本保

校長から普通科３１名、情報処理科２５名、計５６名の卒業生一人ひと

りに卒業証書が授与されました。吉本校長の式辞は、新しい時代を生き

ていく卒業生への温かい励ましにあふれ、「再生北高」の原動力となった

卒業生たちに感謝の言葉が贈られました。新留素典奄美少年自然の家所

長による教育委員会告辞、朝山 毅笠利町長、榮 年男ＰＴＡ会長から

お祝いの言葉をいただき、卒業生たちは新しい道に踏み出していく決意

を新たにしました。また、その整然とした態度と厳粛な式の様子にお褒

めの言葉もいただきました。 
在校生を代表して生徒会長の昇 博信君は送辞の中で、先輩たちの活

躍と牽引力に対するお礼を述べ、特に野球部の先輩２人に向けた言葉で

は野球部を支えてくれた感謝の思いが込められ感動の涙を誘い、卒業生

から拍手が湧き起こりました。それに応えて卒業生を代表して前生徒会

長の西 正宗君が３年間の学校生活の思い出を振り返り、在校生への激

励と多くの人との出会いへの感謝、先生方や保護者へのお礼の言葉を涙

で声を詰まらせながら述べました。 
笠利町最後の年に当るこの卒業生たちは、感激と思い出を胸に学舎を

● 平成１８年第２回定例農業委員会議案可決状況  
● 《平成１８年２月２４日》 

・農地法第３条の審議について 
  ８件１９,７７４㎡原案可決 
・農地法第５条の審議について  
 ２件８３８㎡原案可決 
 
● 平成１８年第３回定例農業委員会議案可決状況  
● 《平成１８年３月１０日》 

・農地法第３条の審議について 
    ３件６,３４８㎡原案可決 
・農地法第５条の審議について  
    ２件２，３３８㎡原案可決 

・経営基盤強化促進法による利用権の設定について 
４５件３９,０００㎡原案可決 

ご寄付ありがとうございました 

農業委員会だより

町の人気者 ふ る さ と の学舎
大島北高 ７６ 

奄美市笠利町大字里 
奄美市笠利町大字中金久 
奄美市笠利町大字外金久 
奄美市笠利町大字川上 
奄美市笠利町大字屋仁 
奄美市笠利町大字佐仁 
奄美市笠利町大字用 
奄美市笠利町大字笠利 
奄美市笠利町大字辺留 
奄美市笠利町大字須野 

笠利町地域自治区の新住所 

奄美市笠利町大字宇宿 
奄美市笠利町大字万屋 
奄美市笠利町大字和野 
奄美市笠利町大字節田 
奄美市笠利町大字平 
奄美市笠利町大字用安 
奄美市笠利町大字喜瀬 
奄美市笠利町大字手花部 
 
※番地等は今までどおりです。 

合併後の住所について、問い合わせが多く寄せられています。新住所

は下のとおりです。

○栄 ミヨ様（喜瀬３区） 
亡子昭憲様の香典返しとして金一封 
○重井浩一郎様（外金久） 
亡娘奈央様の香典返しとして金一封 
○安田実満様（佐仁１区） 
亡妻ソミ様の香典返しとして金一封 
○山下ミサ子様（喜瀬１区） 
亡夫勝弥様の香典返しとして金一封 

次の方から町社会福祉協議会へご寄付を頂きましたので、芳名を記載し誠意を表します。 

奥
おく

 陽和璃
ひ よ り

ちゃん 

深田
ふ か だ

 彩太
あ や た

ちゃん 

宗清
むねきよ

 将才也
ま さ や

 

それぞれの道へ歩み出します 

一人ひとりに卒業証書が授与されました 

(11)                                                  奄美市だより 4月号 

巣立っていきました。

それぞれが新しい世

界で新たな困難に向

かい合うことになり

ますが、北高で培われ

た内なるエネルギー

をもって乗り越えて

いくことを確信して

います。 



 

住
用
村
閉
村
式 

中
学
校
卒
業
式

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に 

そ
し
て
旅
立
ち 

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
幕
、
笠
利
町
閉
庁
式 

三
月
十
四
日
（
火
）
笠
利
町
と
し
て
の
最
後
の
卒
業
式
が
両
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

赤
木
名
中
学
校
六
十
一
名
、
笠
利
中
学
校
十
七
名
の
生
徒
が
旅
立
ち
ま

す
。 祝

辞
に
朝
山
町
長
は
「
笠
利
町
と
し
て
の
最
後
の
卒
業
生
、
胸
を
張
り

堂
々
と
前
を
見
つ
め
て
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
」
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

後
輩
た
ち
に
見
送
ら
れ
る
な
か
目
を
潤
ま
せ
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。 

閉
庁
式
が
三
月
十
七
日
午
後
五

時
三
十
分
か
ら
役
場
前
庭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
職
員
が
参
加
す
る
な

か
町
制
施
行
九
十
七
年
の
歴
史
に

幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。 

式
で
、
朝
山
町
長
は
職
員
を
前
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
「
奄
美
市
が

よ
り
よ
い
成
果
を
を
得
ら
れ
る
か

は
皆
さ
ん
の
努
力
次
第
、
笠
利
町
職

員
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
希
望

を
持
っ
て
新
し
い
歴
史
の
創
造
者

と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
町
歌
を
斉
唱
、
掲
揚
台
か

ら
町
旗
が
降
納
さ
れ
た
。
ま
た
、
十

九
日
で
退
任
さ
れ
る
朝
山
町
長
、
南

助
役
、
山
野
教
育
長
に
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

 

三
月
十
七
日
（
金
）
、
奄
美

体
験
交
流
館
に
お
い
て
、
村

内
外
か
ら
多
く
の
来
賓
や
招

待
客
及
び
村
民
の
出
席
の

中
、
住
用
村
閉
村
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

明
治
四
十
一
年
四
月
一
日

に
、
島
し
ょ
町
村
制
施
行
で

住
用
村
が
発
足
し
、
幾
多
の

苦
難
を
乗
り
越
え
現
在
ま
で

住
用
村
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
が
、
三
月
十
七
日
の

閉
村
式
で
九
十
八
年
の
歴
史

に
幕
を
引
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

今
後
は
、
奄
美
市
と
し
て

旧
市
町
村
の
歴
史
、
伝
統
を

基
礎
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願

い
ま
す
。 

三
月
十
四
日
（
火
）
、
住
用

村
内
の
各
中
学
校
で
、
住
用

村
と
し
て
は
最
後
の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

住
用
中
学
校
（
十
名
）
、
東

城
小
中
学
校
（
小
学
生
九
名
、

中
学
生
九
名
）、
市
小
中
学
校

（
小
学
生
九
名
、
中
学
生
九

名
）
で
は
、
三
年
生
た
ち
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

本
場
奄
美
大
島
紬
技
術
専
門
学

院
修
了
式 

三
月
十
五
日
（
水
）
紬
会
館
で
行
わ
れ
、

二
十
六
期
生
十
人
が
修
了
証
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
う
ち
五
人
は
県
外
か
ら
の
受
講

生
。
「
大
島
紬
の
担
い
手
に
寄
せ
る
期
待

は
大
き
い
。
産
地
を
支
え
る
技
能
者
と
な

っ
て
活
躍
し
て
欲
し
い
」
と
市
長
か
ら
の

激
励
を
受
け
ま
し
た
。 

新
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成  

昭
和
三
十
九
年
に
建
て
ら
れ
た
中
央
通

り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
て
替
え
が
三
月
十

一
日
完
成
し
ま
し
た
。
新
し
い
ア
ー
ケ
ー

ド
は
長
さ
百
九
十
八
メ
ー
ト
ル
、
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
も
二
台
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
差
点
の
ド
ー
ム
を
見
上
げ
る
と
、
美
し

い
ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
の
写
真
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

名
瀬
市
閉
庁
式 

名
瀬
市
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す
閉
庁
式

が
三
月
十
七
日
（
金
）
午
後
五
時
か
ら
市

役
所
正
面
玄
関
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
、

職
員
ら
大
勢
が
出
席
、
市
長
が
「
多
く
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
先
人
に
感
謝
。

三
市
町
村
の
個
性
を
生
か
し
て
、
輝
け
る

奄
美
市
に
」
と
新
市
へ
の
願
い
を
の
べ
ま

し
た
。 

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
寄

港 
豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」

が
三
月
五
、
六
日
、
名
瀬
市
に
寄
港
し
ま

し
た
。
長
浜
の
旅
客
船
専
用
バ
ー
ス
で
は
、

島
唄
ラ
イ
ブ
、
八
月
踊
り
、
大
島
紬
や
黒

糖
焼
酎
、
農
産
物
の
展
示
販
売
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
四
百
十
三
人
の
乗
客

を
歓
迎
し
ま
し
た
。 

 

笠
利
地
区 

住
用
地
区 

名
瀬
地
区 

奄美市だより 平成 18年 4月号                                              (12) 

住
用
村
の
広
報
誌
を
収
め
た
Ｃ

Ｄ
が
完
成
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十

九
年
の
創
刊
号
か
ら
、
平
成
十
八

年
三
月
号
（
最
終
号
）
ま
で
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
に
は
有
料
に
て
配

布
す
る
予
定
で
す
の
で
、
住
用
総

合
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
奄
美
市
だ
よ
り
５
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

広
報
紙
の
Ｃ
Ｄ
が
で
き
ま
し
た 
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